
会 議

1開 会

2 自己紹介

3議 題
(1)平塚市の自殺の現状と取組について

(2)自殺紺策基本法の一部改正に伴う計画策定について

(3)各委員からの情報提供、意見交換

(4)その他
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平塚市自殺対策会議規則

平塚市民のこころと命を守る条例



平成29年度平塚市自殺姑策会議委員名簿

任期2年 28.7.29-30.7.28
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行政機関

平塚保健福祉事務所 保健予防課長 片岡光枝

平塚警察署 生活安全課長 姉川圭介

平塚公共職業安定所 統括職業指導官 渡辺和広
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主任 小瀬美由紀

主任 立花成子
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担当長 脇田篤史

主管 又村あおい
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自殺の現状と実態
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平塚市の自殺者年推移

[自殺未遂歴の有無]

自殺対策の動向

自殺対策基本法

自殺総合対策大綱

平塚市民のこころと命を寺る条例

自殺総合対策大綱一部改正
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資料1-2

平塚市の自殺の現状

1 自殺者・自殺率年推移

2年代別自殺者推移 内閣府発表データ(警察庁自殺統計ベース)をもとに作成

【平塚市の8年間の傾向】警察統計(自殺日・住所地)より、平成21年～28年の合計393人

O全体的には減少傾向とれなくもないがここ数年増減を繰り返しており、減少しているとまでは言えない。
O男女比 7:3
0年齢別 60代、50代、40代、70代、20代、30代の順

20代は13.2%
O同居人 あり 71%
O職業別 被雇用者27%、 自営業・家族従事者8.7%、 年金雇用保険等生活者15%、 主婦9,7%、 その他無職者29%
○原因動機別 健康問題37.2%、 経済・生活問題21.6%、
O未遂歴 あり 20.4%

平 隔

'21生
平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

総 勒 総 徴 総 数 総 数 総 敬 総 独 総 散 総 敬

56 53 66 43 62 33 43 37

自殺率 218 206 257 168 239 127 167 144
人 口 257427 257387 257248 256688 259640 259171 258065 258273

21年 引卜Л 22年 半 F 123年 ヨ
『
Я 4至F 日

「
戸 :251F 平 月E I 年 平 F 27年 引卜Л 28年

年 代 女 嘱 女 暑 女 串 女 串 女 串 女 嘱 女 暑 女

～ 19 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0

20～ 29 6 1 2 0 4 4 9 1 9 2 4 2 2 1 4 1

30～39 5 2 5 4 5 5 2 1 5 4 0 1 1 1 1 2

40～ 49 9 1 8 1 5 2 3 0 6 4 4 2 12 4 2 2

50～ 59 9 1 9 1 12 4 6 1 6 2 1 3 4 3 2 3
60～69 10 3 8 1 10 3 12 1 5 5 1 4 1 7 2
70～ 79 5 3 7 4 5 2 2 3 3 2 可 3 3 2 4
80～ 1 0 2 0 1 4 2 0 1 2 6 1 1 2 1 3
′Iヽ耳十 45 11 42 1ヽ 42 24 36 7 40 22 22 11 28 15 20 17

男 女

平成21年

男 女

平成22年 平成23年

男 女 男 女

平成24年

男 女

平成25年 平成26年

男 女

平成27年

男 女 男 女

平成28年

8

6

4

2

0

■-19
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日50～ 59

日60～ 69

日70～ 79

日80～



平成29年度 こころと命のサポート事業 (自殺対策)実績及び計画
資 料1_3内
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■相談窓口案内「気づいて
くださいこころのサイン」を
活用した普及啓発

幅広い年齢層にうつへの早期気づきを促すとともに心の健
康に関心を持ってもらうことを目的に、パソコンや携帯電話
を使つて簡単にストレスや心の落ち込み度がチェックモきる
メンタルヘルスセルフチェックシステムを導入し、サービス提
供。併せて各種相談窓回の情報も掲載。

メンタルヘルスチェックサービス「こころの体温計」のサービス提
供。全8メニュー(「本人モード」「家族モード」「あかちゃんママモー
ド」「アルコールチェックモード」「ストレス対処タイプテスト」「いじめ
のサイン守つてあげたい !」、「これって愛 ?、 これつてDV?」、
「大切な人を突然亡くされたあなたへ」)をパソコン及びスマート
フォンAndr面 d版アプリ、bs版アプリで公開。
平成28年度アクセス数 :95,248件

■メンタルヘルスセルフ
チェックシステム「こころの
体温計」を活用した普及啓
発

9月 10日の世界自殺予防デーに因み、9月 10日からの一週
間は自殺予防週間 (自殺総合対策大綱 )。 期間中、自殺予■自殺予防週間関連事業

公共施設等へ自殺予防啓発ポスター掲示、広報ひらつか口HPヘ

街頭キャンペーン実施

卜のための本」のコーナー設置い映画上映。:防啓発活動を推進。

連記事掲載、FM湘南ナパサでの情報発信、図書館で「こころと

■自殺対策強化月間関連
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に を
サ

期限
の

の情報

と命

返却(

ミサで

ろ

′FM湘南ナ
返却ス

ッセージ記載)

―ナー設置
り

,レ

HPへ関連記事掲載

時

つ か

図書館で特設コ
出

央

貸

中
てし

広報ひら
発信

記載

間。

広報啓てしつ

殺対策強化月自は

殺対策
月

自

3ヽし

て

多

し

の最も
と連携団体等

殺者数自

係

推進

別

関

を

月

中

年

発活動

画会

日ごろから本を通じた地域活動をしている団体と協働し、読

警躍患を雪βぞ尋窮遅ヒ憲躍 亮≦聾義暮肇委
や`自己

協働先団体 :浜岳中学校区子ども読書活動推進協議会

平成28年度に協働事業で作成した「いのちの尊さをつたえる本」
VЫ.4のリストが完成。Vd_1～ 4のリストを活用し、読み聞かせを実
施してもらう。他地区の協議会にも配付して取組を紹介し周知・活
用を図る。
浜岳中学校と大野中学校に協力を依頼し、自殺予防啓発ポス
ターの作製、街頭キャンペーン、保育体験ボランティア(子どもた
ちとのふれあいと通じて自己肯定感を育む。※浜岳中学校のみ )
を実施。H29年度 :花水台保育園で3回実施、参加者延べ25人。
いのちの尊さをつたえる本「今月のおすすめ」2冊を、コメンドをつ
けてHPで紹介。

■命の尊さの普及啓発
(協働事業)

■視聴覚教材を活用した
普及啓発

いじめの問題や命の大切さをテーマとしたDVDやビデオを
学校の道徳授業や人権教育に活用してもらうよう貸出。

ル11 ス

るを図用活のどで会な人権学習
出

道徳授業
延

4/27)(

23年度

で紹介
H

普及啓発

1ページ



平成29年度 こころとれのサポート事業 (自殺対策)実績及び計画

普及啓発

2/1会議、9/15研修 (人権教育担当者会との共催)

庁内関
体制の
係19課の課長職により構成。関係各課の連携口協力
構築、情報共有のために設置。

リーフレット酉己布、ポスター

麺肇銘

ジォでの情報提
供、広報紙や機関紙等に関,

■広報活動

した情報提

ころ
FM

供

9/55/2(提供
用活

情報介
ターを
業紹
やポス
等事
P
計

H)7
体温の
2/22/20

サ で

つ

/9

ヾ′ナ

10/3
湘南

■講演会等 り
した 講らつ

で実施)中

ても

沢

め

土

同

中

感を

陵

定

旭

同己

中

自

住大

ともと

は3校
る

度年

さを伝え
厄た29
尊

平

の

の
▲
ロロ

実施。を

学生中

演会

予

等を題問心 の絆の族家がなつ

実施

の

を

と人と人

講演会

さ切大

マ

の
▲
口
「

ア
~

144

■ゲートキーパー養成

げてt
― ン

た

じ

近な
こ応

こと

メニュ

に

た

議

協会

協

生

貝

全衛

)

童委

占

児貝

/20
末時

委

9

③労務安

2月

,

7

民生

年

年生

9

1

くヽ

1

(

学

成 2

④地区
貝

ツチ

0

平

1

(

広を

/5

養成

7

⑤東海大

の

人

②庁内職
理解

30
/24

の

6/

プ

23

言+333
3

一 ヘ

6
貝

ヾ

1

′

1

7

は 、

・6/

度

トキー

会・

6/7

了

区

①新採用職
ゲー

地
▲
7ミ

H29年

人

て

るえ

身

要 |必

切さを伝
き

大

ととも
聴

つ

の

話を

もら

も提供。

」

て

)

て

け

つ

し

か

と

△
口

深め

戸

え(支

づき

催

理ヽ解を
風

守る

の

しし

「

見

便

正

ヒイ

げ

宅配

変

な

成講座を開

の

題への

つ

養

情報

問

ヘ

様子

殺

談

自

の

相

め

ま

‐11/17
■自殺対策研修会

者会研修会…9/15(男女共同参画)
(LGBT)… 11/16庁内ゲートキーパー

【開催研修】人権教育担当
自殺対策担当者会議研修

0/4
メンタ 策殺対自

殺対策研

策検討会

8
自

対

/11

殺

依存症セミナー
地域

自

9

研修・

地域
・6/1

ス

1

レ′

‐6/2

ル ヘ

I

研修会権啓発
人のく

人

働

ミー養成指導者研修・

9

′

A等
0

殺対策基礎研修

1

/1

自

1

】

I

地区PT中

井 卜‐

・9/14、

5
受講研修

/26

【

1と

''・基礎研修

市民、関係団体、職員等を対象に実施。また、神奈川県等
が実施する研修会に職員を派遣し職員の資質向上を図る。

■自殺対策庁内会議

■白殺対策担当者会議 シシ

た
こ開ため

られる

こ関す

研究教頭学校中′Jヽ(研修611ペキャ頭

)

3/30窄野
同研修の合

会議

と泰
△

2/1切な

協

ま

社
が適

共有

相談

催

事務所
な々

情報の

福祉

様

携

く

保健

連

し

の

て

平塚

め

寄せ

+
う

貝

係各課

職

関

民か

当

知識を深

市

つ

る

の担

がるよ

9課

な

係

察で構成。

策 |

つ

関
毯

内

殺対

庁

支援 |

平塚

平塚市民のこころと命を守る条例第16条に基づき、総合的
な自殺対策を推進するため、平成22年度に設置。平成25
年度から附属機関。

2/16(琶皆)14:00-16:00
■平塚市自殺対策会議

人本オ育成

推進体制

2ペーン



平成 29年度 こころと命のサポー ト事業 (自殺対策)実績及び計画

生活困窮者自立支援法の施行を受け平成27年4月 1日から
保健福祉総合相談に「くらしサポート相談」の窓口を併設し、
生活困窮者の相談支援を実施。

:881

付相談が貸
る

卜相談、
し

の

てつ

サポー
取

しち

制をる体でき

合相談とく保健福祉総
て相談支援が

置き名を
一体となっ

■自殺者等の実態把握 による人数に

に

こよる実態

人09場出42件(中

)

ス

H26年)

急課
人搬送1

(消防救
41

口

把握

場

の

)

等
67件出1(

1

中
6

年

ス

場

H27)
件数損

搬送

自(

25人1場
H24年

救急搬送
出

」

は

50件
て

(

し

人

中

つ

701

者

の

H28年
場

殺未遂

件数

自

急搬送
把握

H25年
損事故救自

鮪象寅馨雛擢鰹魏謝舗駄爾智、
ては担当課との連絡、調整を行い、解決を図る。
また保健福祉に関する情報の収集及び提供を行う。

来
携
に
H28年度相談件数 :368件 (内、こころの健康相談件数36件 )

■福祉総務課
保健福祉総合相談

■くらしサポート相談

自死遺族の方が利用できる相談窓日の周知。自死遺族の
方への理解を深めるための研修等の実施。
わかちあいの会 (自死遺族の集い)開催とあり方の検討。

B自死遺族支援

その他

3ペーン


